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研究成果の概要（和文）：本研究では、「差異化」を克服する具体的な道筋を見出す基礎とする
ため、アジアにおけるダイナミズムを比較と応用に用いうる操作可能な概念とするための作業
を行い、その結果、「グローバル化」「文明史」「伝統」などの諸概念が有効であることが明
らかになった。最終年度には研究過程を通じて発見した実践的主体を招聘して国際ワークショ
ップを開催し、『平和協力への「もう一つの道」』を明らかにする「和解、交渉、参加」を中
心とした３点にわたる結論を導いた。 
研究成果の概要（英文）：This research project was, as a basis for finding a concrete 
means to overcome the problem of ‘differentiation,’ to convert various dynamisms 
in Asia into the operational concepts that could be significant in comparative or 
applicable research, and found that those concepts like ‘globalization,’ ‘civic 
history’ and ‘tradition’ were meaningful.  In the final year of the project, an 
international workshop was held by inviting those practical actors found in the 
process of this research project, which resulted in the conclusion that emphasized 
three points around ‘reconciliation, negotiation and participation’ that showed 
‘the alternative path toward peace.’ 
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１．研究開始当初の背景 
「差異化」をキーワードとして共同研究が進
められた「「差異化」を超えるアジアからの
試み―持続可能な国際平和協力の構築」（平
成17から19 年度科学研究費補助金基盤研究
（B）、研究代表者：上原麻子、平成18 年度
より吉村慎太郎）の成果を踏まえて発展させ、
「差異化」のダイナミズムを総合的に分析し、
平和構築への「もうひとつの道」を理論的に
探究することを目指しスタートした。 
 
２．研究の目的 

グローバル化されるアジア社会における
日常的なダイナミズムである「差異化」がも
たらす人種、民族、階級などの多様な切断線
は、支配の論理だけではなく、新たな社会的
関係構築の可能性をも内包している。本研究
は、そのような「差異化」のダイナミズムを
総合的に分析し、平和構築への「もう一つの
道」を理論的に探求する。すなわち、アジア
諸社会の紛争や対立状況のさらなる分析と
それらの解決のための文化的及び政治学的
アプローチの比較研究を行い、持続可能な平
和構築を可能とする主体を、現地の社会的発
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展の文脈の中で明らかにし、主体形成の理論
を構築する。以上の努力を通じて、二つのア
プローチの弱点を補い、学際的な共同研究に
よって新たなナショナリズムに世界各地が
突き動かされる現代社会における平和への、
実践的回答を導く基礎となる。ダイナミック
な文化的アプローチを確立する。 
 
３．研究の方法 

本研究は、大きくは各研究分担者による個
別の調査活動と、調査による知見および調査
を通じて発見した実践的主体についての情報
の相互交換・比較を通じた理論化のための研
究会活動の両者から構成される。そして第2 
年次中に理論化への一定のめどを立て、最終
年度には各研究分担者が発見した実践的主体
を招聘したワークショップを開催し、理論の
有効性を検証する試みを行った。 

 
４．研究成果 
本研究では、「ナショナリズム」、「近代国
家」、「民族」、「移動」、「民主化」、「人
権」、「グローバル化」、「メディア文化」、
「アイデンティティ」、「差異化」などのア
ジア諸社会におけるダイナミズムの基礎概
念を、比較と応用に用いうる操作可能な概念
とするための作業を行い、それによって、「差
異化」を克服する具体的な道筋を見出すため
の基礎とすることを試みた。その結果、最終
報告書に見られるように、スリランカ、ネパ
ール、イラク、フィリピン、オセアニアの具
体的な政治過程の研究を通じて、「グローバ
ル化」という概念を通じてさまざまな地域的
基礎概念が操作可能性を持つようになるこ
とが示される一方、インド、中国、台湾、フ
ィリピンにおける「差異化」の文化的側面の
研究を通じ、伝統的文明史的観点が諸概念の
操作可能性を高める上で有意義であること
が明らかになった。また、最終年度の３月７．
８日の両日に、各研究分担者が発見した実践
的主体を招聘して和平プロセスの経験を交
流し、『平和協力への「もう一つの道」』を
明らかにするためのワークショップを開催
し、和平を実現する条件をめぐって、「和解、
交渉、参加」を中心とした３点にわたる結論
を導いた。 
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